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平成 27 年度芦屋市公営企業会計決算審査意見書の提出について 

 地方公営企業法第 30 条第 2項の規定により，審査に付された平成 27 年度芦屋市公営企業 

会計（病院事業会計・水道事業会計）の決算及び決算附属書類を審査した結果，その意見を 

次のとおり提出する。
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平成 27 年度芦屋市公営企業会計決算審査意見 

Ⅰ 審査の対象 

  平成 27 年度芦屋市病院事業会計決算 

平成 27 年度芦屋市水道事業会計決算 

Ⅱ 審査の期間 

  平成 28 年 6 月 10 日から平成 28 年 7 月 25 日まで 

Ⅲ 審査執行者 

  芦屋市監査委員   山 本 彼一郎

     同      森  しずか

Ⅳ 審査の方法 

  審査にあたっては，決算書及び決算附属書類が関係法令の諸規定に従って作成され，

また，会計帳簿の計数と合致しているかを確かめ，併せて，関係諸帳簿相互間並びに証

拠書類を抽出照合して，これらの決算諸表が事業の経営成績及び財政状態を適正に表示

しているかを検討した。 

  また，主として年度比較によって事業の推移を把握し，その経営内容を分析した。 

Ⅴ 審査の結果 

  提出された決算諸表の記載様式及び記載事項は，それぞれ関係法令に準拠して適正に

作成され，決算諸表は当該年度における経営成績及び年度末の財政状態を適正に表示し

ているものと認めた。 
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